


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































開始 終了 期間 間隔 理由 神主 備考
1 享保 7年（1722）
3月 1日

































4月 23日 50日 21年 修覆助成 50代
吉井良顕
天保 10.10.11大坂へ出願
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 3−1 享保 7年開帳における境内諸商人





























































































































































































































表 3−2 宝暦 14年開帳における境内諸商人











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 4 寛保 4年開帳における寄進者


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 5 天保 11年（1840）開帳入払勘定
費目 額 史料記載の注記 金換算
入方
寄進〆高 金 420両 3分 3朱 A
銀 11貫 649匁 5分 1り B








































銀 3貫 839匁 5分
銀 1貫 599匁
銀 3貫










銀 26貫 90匁 3分 7り A′
銀 19貫 988匁 6分 1りC′
銀 1貫 91匁 1り B′
銀 151匁 7分 3り


















銀 23貫 356匁 9分 1り D
銀 380匁
銀 250匁



















計 銀 31貫 341匁 9分 3り 522両
惣差引（残銀） 銀 15貫 979匁 7分 9り E 266両
註 1）金換算欄は比較のため 1両＝銀 60匁＝銭 4貫で算出。但し費目毎の概算のため総計などはあ
わない。
註 2）金額の後ろに付したアルファベットについては本文参照。
出典：「御開帳世話人勘定控」（本吉井家文書仮 22）。
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
二
五
経
費
と
思
わ
れ
る
「
諸
雑
費
引
」（
Ｄ
）
で
、
銀
四
十
七
貫
余
（
約
三
百
八
十
九
両
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
は
関
係
者
へ
の
役
料
で
あ
る
。
前
章
で
明
ら
か
に
し
た
、
一
旦
神
納
の
の
ち
に
再
配
分
さ
れ
る
も
の
が
こ
れ
で
あ
り
、
神
主
の
社
中
に
お
け
る
立
場
を
物
質
的
側
面
に
お
い
て
担
保
す
る
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
差
し
引
い
た
残
額
が
銀
十
六
貫
弱
（
約
二
百
六
十
六
両
）
で
（
Ｅ
）、
こ
れ
が
純
利
益
と
し
て
神
用
（
諸
所
修
復
）
に
充
当
さ
れ
る
。
従
来
、
開
帳
は
寺
社
普
請
と
密
接
に
関
連
す
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
西
宮
社
の
場
合
も
諸
所
普
請
が
願
書
に
記
さ
れ
た
理
由
で
あ
り
、
実
際
普
請
に
充
当
さ
れ
る
の
だ
が
、
諸
所
散
銭
・
役
料
あ
わ
せ
て
神
主
が
約
三
十
両
余
、
社
家
・
祝
部
が
各
約
二
十
両
余
を
受
納
し
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
開
帳
は
社
人
各
家
に
も
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
入
方
が
激
増
し
た
天
保
度
の
事
例
で
あ
り
、
享
保
度
ま
で
遡
及
で
き
る
か
、
ま
た
、
他
寺
社
で
は
開
帳
の
結
果
赤
字
を
出
し
た
事
例
も
確
認
で
き
る
た
め
一
概
に
は
い
え
な
い
が
35
、
上
手
く
す
れ
ば
短
期
間
で
莫
大
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
社
人
個
々
の
思
惑
も
介
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
宮
社
と
の
関
係
に
濃
淡
こ
そ
あ
れ
、
同
社
を
核
に
、
信
仰
を
媒
介
と
し
て
様
々
な
人
々
が
関
係
を
取
り
結
び
、
か
か
る
人
々
の
信
仰
の
発
露
で
あ
る
金
穀
奉
納
や
、
西
宮
町
な
ど
氏
子
町
村
か
ら
の
労
働
力
の
寄
進
に
依
拠
す
る
こ
と
で
、
ま
た
、
神
社
側
も
そ
れ
を
期
待
し
て
開
帳
が
執
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
金
穀
奉
納
が
最
終
的
に
は
神
主
に
よ
る
社
中
統
合
・
編
成
の
論
理
へ
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
近
世
西
宮
社
の
開
帳
は
、
社
殿
修
復
費
用
捻
出
を
理
由
に
享
保
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
は
元
禄
期
の
幕
府
寺
社
行
政
の
転
換
、
す
な
わ
ち
公
儀
修
復
か
ら
開
帳
・
勧
化
免
許
へ
と
い
う
、
全
国
的
傾
向
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
具
体
的
に
み
る
と
、
神
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
二
六
職
以
下
個
別
の
役
割
を
担
い
つ
つ
複
合
的
に
存
在
す
る
諸
集
団
を
、
個
別
の
定
書
通
達
に
よ
り
神
主
の
も
と
に
統
合
す
る
こ
と
で
開
帳
が
執
行
さ
れ
て
い
た
。
斯
様
な
あ
り
方
の
根
拠
は
、
金
穀
収
入
を
す
べ
て
神
納
物
と
し
て
一
旦
神
主
方
に
て
一
元
的
に
と
り
ま
と
め
た
う
え
で
再
配
分
す
る
こ
と
に
あ
る
。
神
用
の
論
理
に
よ
る
統
合
で
あ
り
、
こ
の
場
合
、
規
律
と
物
質
的
根
拠
と
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
そ
れ
が
実
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
受
納
者
の
判
断
に
よ
る
個
別
の
神
納
（
享
保
度
）
↓
一
旦
す
べ
て
神
納
（
寛
保
度
）
と
い
う
方
式
へ
の
変
更
か
ら
、
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
最
終
的
に
神
納
さ
れ
る
点
で
は
同
じ
で
あ
り
、
論
理
自
体
は
時
代
を
超
え
て
一
貫
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。
か
か
る
神
用
の
論
理
は
平
日
の
社
中
統
合
・
編
成
の
論
理
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
確
か
に
開
帳
は
非
日
常
的
空
間
を
現
出
さ
せ
る
が
、
平
日
の
社
中
構
造
と
そ
の
論
理
を
基
軸
と
す
る
こ
と
で
秩
序
あ
る
執
行
が
可
能
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
従
来
開
帳
は
参
詣
者
・
講
中
・
境
内
見
世
や
収
支
分
析
な
ど
、
非
日
常
的
要
素
の
描
出
に
注
力
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
が
、
社
中
（
寺
中
）
構
造
と
連
関
さ
せ
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
収
支
が
問
わ
れ
る
際
に
は
寄
進
分
析
が
主
で
あ
っ
た
が
、
帳
簿
上
に
あ
ら
わ
れ
な
い
、
氏
子
ら
を
中
心
と
す
る
人
的
助
力
（
労
働
力
）
の
側
面
も
見
逃
せ
な
い
。
か
か
る
人
的
助
力
を
「
寄
進
」
と
い
う
名
目
で
動
員
し
て
修
復
な
ど
を
行
い
う
る
点
、
こ
れ
も
地
方
寺
社
居
開
帳
の
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
課
題
と
し
て
は
、
社
中
へ
対
す
る
定
書
の
通
達
が
つ
ぎ
の
宝
暦
度
に
は
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
以
降
の
開
帳
と
の
変
化
の
有
無
と
そ
の
意
義
の
追
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
神
社
内
部
の
問
題
の
み
な
ら
ず
、
領
主
支
配
関
係
（
尼
崎
藩
領
時
代
と
明
和
上
知
以
降
の
幕
領
時
代
）
の
よ
う
な
外
的
要
因
、
そ
し
て
開
帳
を
さ
さ
え
る
人
々
の
具
体
相
を
追
究
し
、
時
期
的
段
階
差
の
有
無
を
見
極
め
な
が
ら
、「
磁
極
」
と
し
て
の
西
宮
社
を
と
り
ま
く
諸
関
係
を
構
造
的
に
把
握
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
二
七
注⑴
比
留
間
尚
『
近
世
の
開
帳
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
。
⑵
北
村
行
遠
『
近
世
開
帳
の
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
九
年
。
⑶
湯
浅
隆
「
江
戸
の
開
帳
に
お
け
る
十
八
世
紀
後
半
の
変
化
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
三
集
、
一
九
九
一
年
）。
⑷
鴻
池
義
一
「
大
坂
の
開
帳
」（『
大
阪
の
歴
史
』
二
二
、
一
九
八
七
年
）。
⑸
高
埜
利
彦
「
近
世
石
山
寺
の
開
帳
」（
大
野
瑞
男
編
『
史
料
が
語
る
日
本
の
近
世
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
同
『
近
世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
所
収
）。
⑹
御
神
体
自
体
は
神
の
依
り
代
で
あ
り
、
仏
像
と
異
な
り
人
々
の
拝
観
に
供
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
祭
神
と
所
縁
あ
る
像
や
神
宝
な
ど
を
開
帳
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
近
世
西
宮
社
の
開
帳
も
、
御
神
体
を
拝
観
に
供
し
た
わ
け
で
は
な
い
（
後
掲
注
⑾
参
照
）。
な
お
、
現
代
と
安
易
に
比
較
す
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
戦
後
は
神
社
本
庁
よ
り
御
神
体
一
般
公
開
禁
止
の
通
達
が
な
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
日
通
達
第
八
号
「
霊
代
に
関
す
る
件
」〔『
神
社
本
庁
規
定
類
集
』
神
社
新
報
社
、
一
九
九
二
年
改
訂
初
版
、
一
八
二
頁
〕）。
⑺
吉
田
伸
之
「
都
市
民
衆
世
界
の
歴
史
的
位
相
│
江
戸
・
浅
草
寺
地
域
を
例
と
し
て
」（『
歴
史
評
論
』
五
六
三
号
、
一
九
九
七
年
、
同
『
巨
大
城
下
町
江
戸
の
分
節
構
造
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
所
収
）、
同
「
江
戸
・
内
・
寺
領
構
造
」（
吉
田
伸
之
・
伊
藤
毅
編
『
伝
統
都
市
４
分
節
構
造
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
の
、
吉
田
氏
に
よ
る
浅
草
寺
研
究
や
、
塚
田
孝
「
近
世
・
寺
院
社
会
の
地
域
史
」（『
歴
史
評
論
』
六
二
三
号
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
の
、
塚
田
氏
に
よ
る
和
泉
国
の
一
山
寺
院
研
究
。
⑻
正
徳
期
以
前
の
社
中
構
造
と
境
内
図
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
近
世
西
宮
神
社
の
社
中
構
造
│
貞
享
〜
正
徳
期
を
事
例
と
し
て
│
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
六
、
二
〇
一
三
年
、
境
内
図
は
同
誌
六
頁
掲
載
図
）
を
参
照
。
⑼
西
宮
神
社
所
蔵
「
社
用
日
記
」
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
五
月
朔
日
条
。
以
下
「
日
記
」
と
表
記
。
⑽
た
と
え
ば
、「
日
記
」
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
三
月
二
十
七
日
・
十
一
月
十
五
日
条
。
⑾
「
日
記
」
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
六
月
十
日
条
。
沖
夷
と
は
、
え
び
す
の
荒
魂
を
祀
る
境
外
末
社
で
あ
る
。「
客
人
神
像
」
は
、
蛭
児
神
を
祀
る
ま
ろ
う
ど
本
社
東
殿
に
古
く
よ
り
同
祭
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
主
神
で
も
相
殿
の
神
で
も
な
く
、
ま
さ
に
客
人
と
い
う
存
在
で
あ
っ
た
が
、
蛭
児
神
の
真
の
お
姿
が
不
明
で
あ
る
な
か
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
鯛
を
抱
え
て
喜
色
満
面
の
こ
の
像
を
以
て
蛭
児
神
（＝
え
び
す
）
の
お
姿
と
さ
れ
た
と
の
説
が
あ
る
（
吉
井
良
秀
『
西
宮
夷
神
研
究
』
同
氏
発
行
、
一
九
三
五
年
、
一
七
二
頁
）。
近
世
開
帳
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
の
は
こ
の
「
客
人
神
像
」
と
沖
夷
神
像
で
あ
り
、
享
保
度
に
は
沖
夷
神
像
を
開
帳
し
た
が
、
寛
保
度
で
は
ど
ち
ら
を
開
帳
す
べ
き
か
「
以
御
鬮
神
慮
ヲ
奉
伺
」
り
、
鬮
の
結
果
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
二
八
を
以
て
「
客
人
神
像
」
を
開
帳
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
像
の
形
状
で
あ
っ
た
た
め
、
仏
像
と
同
様
開
帳
と
い
う
行
為
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
⑿
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
十
九
日
条
。
な
お
、
享
保
度
は
大
坂
板
刷
り
を
雇
用
し
た
が
、
飯
料
な
ど
物
入
り
に
つ
き
寛
保
度
は
惣
仲
間
に
て
刷
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⒀
享
保
度
開
帳
の
背
景
と
手
続
き
に
つ
い
て
は
、『
西
宮
神
社
御
社
用
日
記
』
第
三
巻
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
五
年
刊
行
予
定
）
の
筆
者
執
筆
解
題
を
参
照
。
⒁
倉
地
克
直
「『
勧
化
制
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
論
集
近
世
史
研
究
』
京
都
大
学
近
世
史
研
究
会
、
一
九
七
六
年
）、
杣
田
善
雄
「
近
世
の
寺
社
造
営
│
公
儀
普
請
と
勧
化
│
」（
高
埜
利
彦
・
安
田
次
郎
編
『
新
体
系
日
本
史
１５
宗
教
社
会
史
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
。
⒂
「
日
記
」
寛
保
四
年
二
月
十
一
日
条
。
⒃
拝
殿
当
番
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
拙
稿
「
近
世
西
宮
神
社
の
社
中
構
造
」
参
照
。
⒄
「
日
記
」
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
四
月
晦
日
条
。
⒅
「
日
記
」
寛
保
三
年
六
月
二
十
三
日
条
。
⒆
「
日
記
」
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
七
月
二
十
七
日
条
。
⒇
「
日
記
」
寛
保
三
年
十
一
月
条
。
21
「
日
記
」
寛
保
三
年
十
一
月
十
日
条
。
22
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
資
料
叢
書
近
世
文
書
集
成
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
年
）
の
三
浦
俊
明
氏
執
筆
解
題
。
23
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
三
日
条
。
24
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
二
十
九
日
条
。
25
「
日
記
」
寛
保
三
年
九
月
八
日
条
。
26
「
日
記
」
寛
保
四
年
二
月
六
日
条
。
27
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
朔
日
条
。
枝
川
は
、
武
庫
川
河
口
部
の
支
流
で
あ
り
、
大
正
期
に
廃
川
と
な
る
。
な
お
、
そ
の
旧
流
路
域
は
阪
神
電
鉄
が
買
収
し
、
甲
子
園
球
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。
28
「
日
記
」
寛
保
四
年
二
月
五
日
条
・
同
十
日
条
。
29
遠
隔
地
の
講
中
が
実
際
に
参
詣
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
文
化
度
開
帳
時
に
は
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
正
月
、
江
戸
日
本
橋
講
中
・
酒
問
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
二
九
屋
講
中
等
宛
の
神
主
年
頭
書
に
「
御
開
帳
有
之
候
間
、
賑
々
敷
御
参
詣
可
被
下
」
と
あ
り
、
開
帳
通
知
と
参
詣
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
（
西
宮
神
社
本
吉
井
家
文
書
仮
一
〇
「
神
楽
料
定
之
事
・
勤
式
定
之
事
」）。
30
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
十
九
日
条
。
31
「
日
記
」
寛
保
三
年
八
月
四
日
条
。
32
「
日
記
」
寛
保
三
年
七
月
二
十
四
日
条
・
十
二
月
二
十
一
日
条
。
33
「
日
記
」
寛
保
四
年
二
月
二
十
一
日
条
。
34
前
掲
、『
西
宮
神
社
御
社
用
日
記
』
第
三
巻
の
筆
者
執
筆
解
題
分
。
35
た
と
え
ば
、
延
享
期
に
大
坂
に
て
六
十
日
間
の
出
開
帳
を
行
っ
た
河
内
国
壷
井
社
の
場
合
、「
雨
天
続
参
詣
等
も
無
之
却
而
諸
入
用
多
百
両
余
損
金
仕
」
る
と
あ
る
（
布
施
弥
平
治
編
『
百
箇
条
調
書
』
第
五
巻
、
新
生
社
、
一
九
六
七
年
、
一
六
四
六
頁
）。
〔
付
記
〕
史
料
の
利
用
に
あ
た
り
、
西
宮
神
社
宮
司
吉
井
良
昭
氏
、
禰
宜
吉
井
良
英
氏
に
多
大
な
便
宜
を
お
は
か
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
近
世
西
宮
社
に
お
け
る
開
帳
と
社
中
構
造
三
〇
